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所 報 No.２４９  

 

  

 

 

 

 

本号では、令和５年度南陽市教職員研究発表会全体会において学校教育課長より先生方に

お話しする予定であった情操教育の充実に向けた南陽市教育委員会の考え方について、紙面

でお伝えいたします。 

 

第3４回南陽市教職員研究発表会 全体会    

豊かな情操の醸成（解説編） ～南陽市における情操教育の充実に向けて～ 

南陽市教育委員会 学校教育課長 佐野 浩士 

 

２年目を迎える「第六次南陽市教育振興計画」をより充実させていくためのキーワードとなる「豊かな

情操の醸成」について、解説的ですがお話しさせていただきます。各校でも校長先生から、この六教振に

ついて、そして、豊かな情操の醸成について、お話をお聞きしていることとは思いますが、再度、ご確認の

意味を込めて、皆様と共有したいと思います。 

それは、南陽市立学校に勤務する教職員の皆様に、この計画について理解していただき、頭においてこ

れまでの教育実践を振り返ったり、明日からの教育活動へ生かしたりしていただきたいからです。 

少しでも、皆様の六教振への理解を深め、着実に推進できるようにすることを本日のねらいとして、お

話いたします。よろしくおねがいいたします。 

 

まず、第六次南陽市教育振興計画の

概要です。 

六教振は、象徴する言葉として、「つむ

ぎ・つなぎ、進化発展する南陽市の教

育」を掲げ、あらゆる世代が誇りと生きが

いを持ち安心して暮らしていくことのでき

る社会の実現を目指し、『高い志を持っ

て、自立的に生きる人材の育成』を図る

ことをベースに計画を策定しております。 

 

この計画の中核をなす地域総合型教育は、従来の学校教育の枠の中だけでは解決が難しい課題に、

地域のゆるやかなネットワークを生かし、

それぞれの教育機能を連携・連動・一体

化させ取り組むという、手法と理念を兼ね

備えた実践型の教育です。 

見方を変えれば、市民一人一人が、学

校・地域の枠を超え、現在及び将来につ

ながるまちづくり、地域に根ざした人を育

てるために、市民総ぐるみで取り組んで

いく教育であるといえます。 
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子供たちは、多くの市民の方々との学びの中で、地域、社会の一員としての自覚を高めながら、成長し

ています。同時に、子供たちの生き生きとした学びが地域に組み込まれることで、歯車が動き出し、人々の

つながりが増え、様々な世代の学びが充実し、地域活性化、文化の継承等、まちづくりの起点となります。 

この図（１ｐ右下）の輪の部分。これらが緩やかにつながっていることが南陽市の「よさ」と感じていま

す。本年度も学校運営協議会の皆様をはじめ、学校支援ボランティアとして、読み語りや見守りサポート等

を地域の方々にご協力いただいております。また、今年度は、部活動改革に係る実証検証事業を進めて

おります。これらは、広く地域総合型教育の具現の姿として、学校と地域・家庭、そして行政とが一体となっ

て実践しているものと捉えることが

できます。 

 

この地域総合型教育を支え、そ

して、六教振のポイントとなるキー

ワードに、「豊かな情操の醸成」が

あります。 

「予測困難な時代」「先行き不透

明な時代」と言われる中、 社会構

造も大きく変容し、人との関わりや自然と触れ合う機会の減少、価値観の多様化等も話題となっていま

す。 

また、人工知能やビックデータ等の高度化している先端技術が、産業や社会生活に取り入れられるな

ど、身近なところでデジタル化を実感することが増えています。  

しかしながら、いかに時代が変化しても、便利な世の中になっていこうとも、人がより良い姿を目指そう

とする営みや、うつくしいものをうつくしいと感じる情感豊かな心の在り様等は、人としての生き方あり方

の根幹をなすものと考えます。 

南陽市では、道徳や規範意識といった言葉ではなく、児童生徒の育ちを、多面的、多角的にみとってい

くことができるよう、あえて「情操」という言葉を使っております。 

情操やそれを育む情操教育とはなにか。なかなかはっきりとした定義が難しいとされていますが・・・ 

辞書を引いてみますと、広辞苑に

は、「感情のうち、道徳的・芸術的・宗

教的など文化的・社会的価値を具そ

なえた複雑で高次なもの」とあり、情

操教育は、「心情・態度・感受性・能

力を育む教育のこと」と記されており

ます。皆さんは、この「情操が醸成さ

れた姿」として、どのような姿を想像

しているでしょうか？ 
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そもそもこの言葉、本市

が『独りよがり』に用いて

いるわけではありません。 

教育基本法第２条（教

育の目標）の第一項に

『幅広い知識と教養を身

に付け  真理を求める態

度を養い、  豊かな情操

と道徳心を培うとともに、

健やかな身体を養うこと』 

とあります。 

教育における知・徳・体の重要性を凝縮されたこの一文に、豊かな情操を育成することが明確に示さ

れています。さらに言えば、豊かな情操と道徳心が分けて記されています。 

学習指導要領を見てみると、例えば、音楽科や美術科の教科の目標に、「～愛好する心情と～に対する

感性を育てるとともに、～基礎的な能力を培い～豊かな情操を養う。」とあります。つまり、心情・感性・能

力は密接な関係があり、日常の学校生活において、それらを関わらせながら豊かな情操を育む重要性を

示していると捉えられます。 

本市が長く大切にし、六教振のポイントとしている「豊かな情操の醸成」というのは、 国の考え方に沿

った取組みであり、本市では、それを深く理解した上で、本市ならではの取組みとして深化させているも

のであるということを確認しておきたいと思います。 

この点を踏まえて考えれば、校長先生のリーダーシップのもと、各校特色ある学校経営、教育課程を編

成していただいている中に、子供たちの豊かな情操を醸成する教育活動があると思います。その中で子

供たちの豊かな情操を醸成できているでしょうか…。 

情操といえば・・・芸術文化的なアプローチを思い浮かべる方もいるでしょう。思いやりや親切といっ

た、道徳的な側面をイメージする方もいるかもしれません。読書活動で心を豊かに・・・といった捉えもでき

ると思います。つまり、多様です。 

そこで、本市では、昨年度、

様々な文献や先行事例等か

ら学び、子供たちの情操を育

む教育を 4 つの側面から領

域として整理してみました。そ

れが、この科学的情操教育、

道徳的情操教育、芸術的情

操教育、情緒的情操教育の

4 つです。 



- 4 - 

1. 科学的情操教育・・・これは、「好奇心と解決力を育む」とも言えます。 

「なぜ夜になると暗くなるんだろう？」「ど

うして空は青いんだろう？」など、子供の頃

に疑問に思った記憶はありませんか？ 3 歳

頃になると「なんで？」「どうして？」と質問

し大人を困らせる、という話もよく聞きます。 

子供は、好奇心のかたまりであり、自分の

周りの状況や環境、周囲で発生する事象に

対し、「不思議」を感じる能力が高い。子供

の知的好奇心を刺激し、育てる。子供は、知

的好奇心を満たす経験を積むと学ぶ楽しさを感得する。科学的情操教育は、このような子供の疑問を大

切にし、「答えを知りたい」という子供の知的好奇心を満たすことで、”学ぶことが楽しい”と感じられるよ

うにしていく教育です。 

 

２. 美的情操教育・・・これは、「美しさに感

動する心を育む」領域です。 

美的情操教育とは、夕焼けの赤・心地よ

いピアノの音色等、美しいものを素直に美し

いと感じたり、感動したりする心を育てる教

育です。さまざまな芸術や景色などに触れ

ることで想像力を養い、自己表現をする力

も育みます。 

 

３. 道徳的情操教育 ・・・これは、「道徳心

や社会性を育む」視点です。 

勉強がどれだけできても、社会のルール

やマナーが守れなかったり、人を傷つけるよ

うな言動をしてしまったりということがある

と、どうしても生きづらさを感じてしまいま

す。物事がよい方向へ向かうよう、自分で判

断し行動する力を育成していきます。道徳的

情操教育は、遊び、関わりを通してルールや思いやりの心を育てる教育といえます。 

 

４. 情緒的情操教育・・・これは、「命を大切

にする心を育む」という側面です。 

情緒的情操教育とは、自分や家族、周りの

人々だけでなく、動物や植物と触れ合うこと

で、命の尊さや愛情を育てる教育です。自他

の命の尊さを理解し、相互に承認、尊敬でき

るようにするベースとなります。 
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こう考えると、「今、実践している学習

や活動は、この領域から、子供たちの豊

かな情操にアプローチしているな。」と

いうことがわかりやすくなるのではない

でしょうか。教育基本法で 教育の目標

としてある道徳心と分けて記された情

操教育。心情・感性・能力との関わりで

育む情操という点も含めて、本市では、

豊かな情操の醸成について、このようにとらえます。 

つまり、道徳教育や感性教育を包含し、六教振が目指す子どもの姿・育成する力を目指し、特色ある学

校経営、そして、日々の教育活動を支えるものとしての情操教育・・・豊かな情操の醸成があるのだ、という

ことを確認したいのです。 

繰り返しになりますが、学校の日常の

教育活動の中にそれはあって、これまで

も、子供たちの心が耕されており、ここ

にある短歌のように、言葉でそれを表現

できる子供たちも育っております。 

反面、本市の全国学力学習状況調査

の質問紙の結果における自尊感情や自

己肯定感を問う項目をみると、気になる子供たちもいることは確かです。また、私共にご報告いただく児

童生徒間のトラブルには、SNS を介したものが増えてきております。さらに、不登校やその傾向を示す子

供たちもおります。 

目の前の子供たちの 10 年後、20 年後に思いを馳せた時、学習意欲であったり、情報活用能力であ

ったり、問題発見・解決能力であったり、学力や学習の基盤となる資質能力が身につくようにすることはと

ても重要です。ツールとしての ICT 機器の活用も大切です。 

しかし、その土台となるのは、子供たちの豊かな情操の醸成にあると考えています。もちろんこれは、学

校だけで育まれていくものではありません。しかしながら、学校教育をフィールドとしている我々としては、

そこで、どう取り組んでいけるのかということを考えたいのです。 

 

そこで、本日を機に、豊かな情操の醸成に向けた取組みの充実に向け、ぜひ皆さんと再確認したい点

を３点申し上げます。 

1 つ目は、日常の営みを先ほどの 4 領域との関連で捉え直していただきたいということ。 

そうすると、それぞれ活動や授業中、子供たちに対する言葉がけも変わってくると思います。タイムリー

に、豊富なバリエーションで、そして、具体的に価値づける。言葉をかけることで、子供たちの「心の耕され

具合」に変化が出てくるのではないでしょうか。 



- 6 - 

編集後記 

そのためにも、二つ目。子供たちの価

値観を揺さぶる体験、本物に触れる体

験は、とても重要です。 

南陽市教育委員会でも、海洋セミナ

ーや夢セン、地域間交流セミナー、須藤

克三賞など、様々な機会を設けておりま

す。各学校でも特色ある学校経営を実

践していただいております。その豊かな

体験の重要性を再確認していただきたいと思います。 

注意しなければならないのが、それぞれの活動が独立した学びにとどまっていないかということです。

優れた取組みは市内にたくさんあります。それぞれの効果は、各校の学校評価等にも表れてくることでし

ょう。優れた取組みは、それぞれに関連させることで、その効果がさらに高まると思うのです。 

3 点目は、豊かな情操の醸成に関わる評価の難しさです。 

15 歳の春、18 の冬の姿を思い描きながら…とはいうものの、その時々、醸成された様相をどう見とる

か。今は、さまざまなエピソードを蓄積していくしかないかな、と考えているところですが、私たちが知らな

いところで活躍している卒業生がたくさんいるわけで、その検証方法は、まだまだ研究していかなければ

ならない点です。この点も共有したいと思います。 

最後に、学習指導要領にも示されている「持続可能な社会の創り手の育成」という言葉。「誰一人取り

残すことなく・・・」は、当たり前のことです。南陽市の 2000 人ほどの児童生徒。その歩みは、まっすぐに

進む子供ばかりではありません。回り道しながら、時々立ち止まったり、寄り道したり、右に左に蛇行しな

がら・・・学校教育ですから、集団の中で生活するわけですが、その中で、そういった多様な子供の姿を私

たちがどうみとり、どんな言葉をかけるのか。 

この第六次南陽市教育振興計画を推進し、豊かな情操を醸成するにあたり、帰着するところは、憲法

13 条の個人の尊厳にあると思っております。ありふれた言葉ですが、一人一人が大切にされているか。

我々大人が、どんな言葉をかけているか。どんな姿を見せているか…。高度な専門職である教員として、

肝に銘じておきたいと思います。 

今回、六教振の推進や、豊かな情操の醸成に係る取組みの充実について、これを機に、各校でさらに

議論が生まれ、深まることを期待します。 

 

【引用・参考文献】 南陽市における情操教育の今後の展望 ～感性教育や道徳教育との関係性に着眼して～ 

南陽市教育委員会 指導主事 安達 心 （２０２２） 
 

 

 
「僕たちにできることはありませんか？」元日に発生した能登半島地震の避難所に身を寄せている子どもたちが、 

避難所のスタッフに尋ねました。運動不足解消のための体操やごみの分別について掲示物を作成して情報提供した

り、支援物資の分配を積極的に行ったり、小さな子供と遊んであげたりする子どもたち。厳しい状況下だからできることなのか、

彼らの中にしっかりと育っている何かがそうさせているのか。思いやりや奉仕の心だけではないもっと根底にあるものが彼らをそ 

うさせているのか…。先生方には、改めて本号を読み返していただきながら、子どもたちがより一層「豊かな情操」を育むことが

できるよう、引き続き愛情あふれる教育活動を展開していただければ幸いです。 【南陽市教育研究所事務局長 佐藤由紀子】 


